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　MEMS(微小電気機械システム)を用いたアプリケーションを提案し、試作した成果
を競う「国際コンテスト･iCAN2009」が、平成22年 1月 20日～23日から中国・厦
門で開催されました。

　世界4カ国2地域(中国、日本、
独、米、台湾，香港) 17 チームの
中で、田畑研究室 4 回生チーム
(牧野君･西野君･中井君･片岡君･谷
山君) の 「音が出るエアギター・
MEMG (Meccha Enjoy Music Guitar)
」が、見事， ”3rd Prize” を受賞。
なお、彼らの遠征には、「京機会 海
外へチャレンジ・脇坂基金」が若干
の援助をしています。
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ある技術者の生き方についてある技術者の生き方についてある技術者の生き方についてある技術者の生き方についてある技術者の生き方について
成瀬　淳　（昭和43卒）

１．１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
　私が機械工学科応用物理教室（当時）の修士課程を修了した
のは今から丁度40年前の1970年でした。当時の日本社会は戦
後の混乱から脱して伸長著しい時代であり、特に多くの技術者
たちの活躍に支えられて世界史上でも奇跡的といわれるほどの経済成長を継続して
いました。　また大学ではこのような時代背景の中で工学部が花形分野の一つであ
り、我が教室にも多くの逸材が全国から集結していたように思います。　そして仲
間たちは大学を巣立ち、この国の将来を見据えつつ意気揚々として社会へと旅立っ
ていったのでした。　私もその中の一人として日立製作所に入社し、データー記憶
装置の設計製造を担当する小田原工場へと赴任することになりました。

　会社に入ってからは設計技術者として製品の開発業務に専念し、事業部長を経て
2000 年には米国に本社を置く販売会社の社長、次いで 2003 年には競合会社で
あった IBM 社の HDD 事業部門との合弁として発足した HDD 事業会社の社長を歴
任しました。　この間、製造会社での設計、製造、販売、経営といった様々な業務
を通して幾多の場面を経験しました。　いくつかの成功事例や苦労、失敗の経験を
反芻するに、有能な技術者達が生き生きとして彼らの力量を遺憾なく発揮できるよ
うにするための手順が経験的にわかるようになったと思います。

　この長きに渡った会社生活に終止符を打った今、京機短信の場をお借りして、私
が得た経験則のようなものを紹介することが若い技術者達への幾ばくかの参考とな
らぬかと考えた次第です。　また同時にこのような紙面フォーラムを通して諸兄の
ご意見やご感想をお聞かせいただければ有り難いと思っています。

　実を言えば私は「技術者の生き方について」という今回と同じ表題の文章を過去
２回書いたことがあります。　私は、職歴からか、どうしても「技術者」といわれ
る人々の苦労が目に浮かんでくる事が多く、また彼らをいとおしく思う気持ちが強
いのです。　そして同志としての彼らに少しでも充実した生活を送ってもらいたい
という願いから「生き方」についての経験談や考察を述べたいと思う気持ちが強く
なるのです。　最初のものは法政大学出版局から出された「デカルト読本」への投
稿文でした 。　26 名の哲学科の先生たちに私一人が門外漢として加わったという
異例な事でありましたが、私にとってはまたとない貴重な機会として通常では接し
えない方々との交流の場ともなりました。　出版記念パーティーでは皆さんもよく
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ご存じの野田又夫先生 （「デカルト研究の第一人者で、京都学派の西田幾太郎らの
もとで学ばれ文献学に基づいた客観的、実証的な哲学研究をされた」と紹介されて
います） にもお会いでき、大きな感銘を受けました。　法政大学の湯川佳一郎先生
にも入っていただいて 3 人で撮った写真は今でも私の机の上に置いてあり、先生
方の教えを懐かしく思い出しています（いずれも故人となられている）。　さらに
この拙文を契機に小林道夫京大名誉教授、伊藤邦武京大教授、山田弘明名大名誉教
授などの野田門下生の方々や、筑波大学の谷川多佳子教授など、日本の著名なデカ
ルト研究者の方々とお会いできたことは予期せぬ収穫でした。

　ここで私のデカルトの著作との出会いについて少し申し上げておきます。　当初
私は設計者として業務に役立つ実学書、或いは設計開発過程を考える上でのガイド
ラインとして『精神指導の規則』を読んでいたのですが、次第にその深さに魅了さ
れました。　『方法序説』の第４部で展開されるコギト （cogito ergo sum: われ
思うゆえにわれあり） から神の存在証明に至る形而上学的な思考過程はデカルト座
標の提示過程と重なるようにも思われ、科学技術を志向する人たちにも馴染みやす
く、我々現代に生きる技術者の必読の書ではないかと思い始めました。　そしてそ
の思想を創造的で競合力の高い製品を開発する過程で経験した事と関連付けて文章
としてまとめてみようと思って書いたのが最初の「技術者の生き方について」でし
た。

　二つ目の「技術者の生き方について」と題した文は日立評論の 2009 年 6 月号
に掲載したものです。　この雑誌は日立製作所が社外向けに出している会社紹介を
目的としたものですが、 2008 年に開拓者の系譜というシリーズが組まれました。

（左）故野田又夫京大名誉教授、（右）故湯川佳一郎法政大学名誉教授
中央は筆者。京都市左京区の京大紫蘭会館前で（1998年秋）
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社内で営まれている各事業に登場してきた技術者によって織りなされ育まれてきた
風土を回り持ちで概説するというものでした。　ディジタルデーターの記憶装置で
ある HDD（ハード・ディスク・ドライブ） および HDD を使ったストレージサブシス
テムの事業についての分野を私が担当したのでした。　HDD を構成する技術は極め
て広範囲に広がっており、まさしくハイテク製品の代表格の一つだと言われていま
す。さらに磁気記録の原理が 1898 年に欧州で発明されて以来、特に 1956 年に最
初の HDD （IBM 社の RAMAC） が世に出た頃から猛烈な勢いで技術革新がなされてき
ました。　今現在もそれが継続しているという状況です。　従ってこれを担当する
事業部門の歴史や発展の経緯を書くとなると勢い個別技術や統合技術開発史のデ
パートの様相を呈する事になるのは避けえないとさえ思われました。

　しかし一方読者の立場に立って考えてみると、個別技術史のデパートとして纏め
たとすれば、この事業に携わっておられる方々には読んでいただけるかもしれませ
んがそうでない方々の興味をどれだけ引き付けることができるか、疑問に感じまし
た。　このようなことから出来るだけ人物像に焦点を当て、どのような人々がどの
ような志を以てこの競合の激しい事業に挑戦してきたかに力点を置くことを基本方
針として書いてみました。　文面についてはインターネット上で公開されています
のでご興味のおありの方々のご批判をお聞かせ戴ければ幸いです。

このような次第で私の第 3 回目の「ある技術者の生き方」と題する文章を、同窓会
のよしみで、今回は気楽に思いつくまま書きつけ、京機会の皆さんに発信したいと
思います。ご笑覧戴ければ幸いです。

【参考】
「技術者の生き方について」　デカルト読本、小林道夫、湯川佳一郎（編）　法政大
学出版局　1998年 10月 1日  pp.295-303
「技術者の生き方について」　日立評論　2009年 6月号　pp.4-13　http://
www.hitachihyoron.com/pioneers/pdf/pioneers_13.pdf

(つづく)
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入学試験入学試験入学試験入学試験入学試験・・・・・教育課程教育課程教育課程教育課程教育課程

　明治６年の工学校への入学試験は，英語読書・聞書・算術・幾何学初歩・代数初歩・
地理学初歩・窮理学初歩の７科目（東京大学資料１　工学寮入学式並学課略則　工布
達六　明治６年７月（２））．　工部大学校発足時の明治１０年には英文和訳・和文英訳・
英文書取・英文典作文・算術・幾何学初歩・代数初歩・地理学の８科目（東京大学資
料１　工部学大学校学課並諸規則　明治１０年１０月３日改正届出（２））．

　工部省沿革報告（６）によれば，入学試験の科目・日程などをまとめると表１に示す
ようである．　それが何時の時点からのものであるかは不明．試験の時期については，
１期生を除いては４月上旬に行われた．　この日程をみれば，１日あたり７時間で３

朝永正三先生の卒業証書に関連して朝永正三先生の卒業証書に関連して朝永正三先生の卒業証書に関連して朝永正三先生の卒業証書に関連して朝永正三先生の卒業証書に関連して（（（（（そそそそそののののの２２２２２）））））　　　　　　　　　　　　　　　

藤尾博重 (S38卒、H15定年退職）

 

     表１ 入学試験日程 

日程 時間 科目  

 8:00～12:00 英文和訳 

漢文和訓 

450 点 

450 点 

第 1 日 

13:00～16:00 英文書取 

地理書 

500 点 

400 点 

 8:00～12:00 代数 

幾何学 
800 点 

第 2 日 

13:00～16:00 和文英訳 600 点 

 8:00～12:00 英文典 

作文 
600 点 

第 3 日 

13:00～16:00 算術 400 点 

  
英語対話 800 点 

  
  第２日の科目「英文典」は．広辞苑によれば 

 「英語の文法を記述した書」とあり，つまり， 

  英文法の意であろう． 

日余り，著者の受験時では５時間/
日の２日半と比べて過酷なものと
なっている．　それにしても工学校
が発足したのは，明治５年の学制
（学制百年史　文部省（４））が敷かれ
た直後であり，漢文和訓などは別に
して，他の科目についてはどのよう
な機会に身につけたものか．　後述
のように工部大学校への入学者の大
半が士族出身であることからすれ
ば，藩校，洋学塾，あるいはそれら
の系譜の学校で研鑽を積んだもので
あろうか．

工学校発足時に私費での入学を許可
された学生からは，月に10円を「収
領」することになっていた（工学校
略則 太布告六七 明治５年３月２
日）．　この金額は学資飲食衣服な
どのため（工学校略則 太布告六七
明治５年３月２日（２））とはいえ，「明
治７年時点での１円は大工の賃金水
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準から計算して，現在の約３万円にあたる」（磯田道史著　武士の家計簿 新潮新書
2006.11（７））ことからすると相当高額である．

私費による学生は後に減額されて，毎月７円の納付が課せられた（２）．
工部大学校での官費生は卒業後７年間工部省にて働くことが義務付けされた（２）．

　工学校発足時には，土木学・機械学・電信学・造家学（建築の意）・実地化学及び
冶金学・鉱山学から６術課（学科の意）が設けられた（２）．　その後，明治１０年に
は造船科が増設された（６）．　学生は，その内の１つを志願し，途中での変更は不可．
ただ，変更を命ぜられることがあった．ただし，私費学生はこの限りにあらず（２）．

　在校期間は６年であり，預科・専門科・実地科からなり 各２年．預科ではすべて
大学校内で修学し，第１学年では４月～６月に「諸術の基礎」が教えられた（参照 表
３）（２）．　７月～９月授業はなく「休業」であったが，第１，２学年の学生は校内に
ての試験場・図学場にての就学が義務化された（２）．　専門科での６ｹ月間は学内での
修学，残りの半年は主に実習が課せられた．　専門課程にある第３，４学年の学生は
４月～９月までの間は実地に就いて，技術官僚の下で働くことになっている（工部大
学校課並諸規則　明治10年 10月 3日（２））．
　
　さらに，その後の実地科ではすべて実習に従事することが義務づけされた．　第５
学年の機械科生徒は，「各所ノ機械工場特ニ横須賀，神戸，及ヒ長崎造船所或ハ神戸
東京ノ鉄道機関工場ニ於テ実地ノ課業ニ従事セシム」（６）となっていた．また，同第
６学年では前記の各工場での課業を続行せしめ，「十月ニ至り帰校ヲ命シ以テ卒業試
験ノ準備ヲナサシム」（大蔵省 工部省沿革報告（６））とある．

　各級（学年を２期に分け，半年を単位とした期間をそのように呼んだ）のうち，成
績俊才の者３名には7，8，10円に相当する賞品が与えられた（２）．　さらに，預科総
生徒の中で試験を受けた者のうち成績優秀者１名に３０円，他１名に２０円相当の賞
品があたえるとある　（東京大学資料１　工部大学校学課並諸規則　明治10年10月3
日改正届出（２））．　実際に与えられた例としては，明治9年度の予科修了者で第１席
者にEncyclopaedia Britanica，第２席者にはDictionary of Engineering と（２）．

　工部大学校には，理学試験場・化学試験場・溶鋳試験場・工術試験場（赤羽根）・製
作場・博物場などの施設を有していた（２）．　理学試験場では，「機械學ヲ學フ生徒ハ
蒸気瓦斯ノ性熱ノ法物品ノ強弱ヲ究明シ」た（２）．　工術試験場では，「・・蒸気機械
及ヒ実地作業ト教授上ニ要スル器具機関ヲ」備え置いた（２）．　工術試験場では「機
械學ヲ修メント欲スル者ハ此場ヲ以テ其ノ実地作業を成達スルノ地ト認ムヘカラス」
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(つづく)
参考資料
（１）京機短信，No.79，2008.01,20
（２）東京大学百年史
（３）国史大辞典，国史大辞典編集委員会編，
　　　吉川弘文館

（４）文部省学制百年史　
（５）目で見る教育のあゆみ，<明治初年から昭和
　　　20年まで>，文部省，昭和42年 1月．
（６）工部省沿革報告，大蔵省，明治22年．

【要領】

宛先は京機会の e-mail：　jimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jp   です。
　原稿は、割付を考えることなく、適当に書いてください。　MSワードで書いて頂い
ても結構ですし、テキストファイルと図や写真を別のファイルとして送って頂いても
結構です。　割付等、掲載用の後処理は編集者が勝手に行います。
宜しくお願い致します。

京京京京京機機機機機短短短短短信信信信信へへへへへののののの寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿、、、、、　　　　　宜宜宜宜宜しししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいい申申申申申ししししし上上上上上げげげげげままままますすすすす

（２）とされ，続いて「機工場に就て次第に諸場見習の業ヲ修ム」と．ここで．機工場
は製作場の意であろう．

　この製作場では「生徒過半ヲ工學見習トシテ此場ニ就カシムヘシ」とされ（２），こ
こでは，「此工場ヲ設クルノ趣意ハ専ラ工部省用需機器ヲ製スルニ在リト雖モ亦一般
人民用需の諸器具ヲモ製造スヘシ」として，工部省用の機器を製作するとともに，民
需用の器具も製造することとなって，生徒も実習を兼ねてそれに携わったのであろう
（東京大学百年史資料１　工部学大学校学課並諸規則　明治１０年１０月３日改正届
出（２））．
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８．８．８．８．８．おわりにの前におわりにの前におわりにの前におわりにの前におわりにの前に

2005年に，ケニヤの副環境大
臣のワンガリ・マータイ氏が
来日し，日本に「もったいな
い」という言葉があることを
高く評価して，その後，これを
世界語にする「MOTTAINAI」運
動を繰り広げている。　図17
は書籍「もったいない」18)の表
紙，図18は毎日新聞の記事で
ある19)。

長崎総合科学大学人間環境
学部長のブライアン F．バー
クガフニ教授は，読売新聞に
「消し炭の心」20)と題して，日
本の伝統である「ものを大切
にして無駄を省く生活様式」
を訴えている(図19)。　バー
クガフニ教授はカナダ生まれ
で，学生時代に東洋の心に惹
かれて来日し，四国と京都の
禅寺に入門得度した後，長崎
で活動している。

エネルギーのはなし　第 3 編

【連載】

藤川 卓爾　（昭和４２年卒）
出典：「火力原子力発電」第60巻、第2号、2009-2、pp.32～ 40
発行：　火力原子力発電技術協会

(その 6)

 

図17　もったいない　　　　[出典]　プラ
ネット・リンク編「もったいない」，マガジ
ンハウス，(2005-6)

現代の日本人が忘れかけている大切な日本の伝統を，外国で生まれた人達によって
教えてもらっている。
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９．９．９．９．９．おわりにおわりにおわりにおわりにおわりに

「エネルギーのはなし」の(その3)として，21世のエネルギーに対する筆者の仮説を
述べた。はじめに書いたように，これらはあくまでも仮説であって正しいかどうかは
現時点では分からない。読者の皆様が将来のエネルギー問題を考えるきっかけになれ
ば幸せである。21世紀のエネルギーがどのようになるにせよ，「ものを大切にする心」
が大切であることは間違いないであろう。

図18　もったいないキャンペーン
[出典]　2005-11-24毎日新聞 神奈川版

＜参考文献＞
18) プラネット・リンク編：もったいない，マガジンハウス，(2005-6)
19) 毎日新聞：企画特集 もったいないキャンペーン，2005-11-24毎日新聞 神奈川版
20) ブライアン・F．バークガフニ：まじわる，2006-6-17読売新聞 長崎版
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図 19　消し炭の心  [出典]　2006-6-17読売新聞 長崎版
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平成 22 年 1 月 26 日 
 

「京機会九州支部 H22 年春の行事」ご案内 

 

京機会九州支部長 藤川 卓爾 

 

１．開催期日：平成 22 年 3 月 27 日(土)～28 日(日) 

２．場所：＜講演会＞ 壱岐市立一支国博物館 

〒811-5322 長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀蝕 515 番地 1 

TEL：0920-45-2731 

http://www.pref.nagasaki.jp/pre-iki/ 

＜懇親会＞ 民宿 繁家千賀荘 

〒811-5222 長崎県壱岐市石田町 

TEL：0920-44-5294 

宿泊費・懇親会費含めて 8,000 円/人 

http://www.kankai.net/tigahp/ 

３．行事とスケジュール： 

[3 月 27 日(土)] 
(1)出発： 

＜福岡ルート＞ 

①福岡空港：10:00 集合 タクシーにて博多港へ(約 15 分) 

 ②JR 博多駅：10:00 集合 タクシーにて博多港へ(約 10 分) 

 博多港：10:45 出発 → 壱岐芦辺港 11:50 到着 

  九州郵船ジェットフォイル(\4,900.-) 

＜唐津ルート＞ 

 長崎駅前：07:30 出発 → 唐津東フェリーターミナル 09:38 到着 

      「レインボー壱岐号」 

 唐津東：10:20 → 壱岐印通寺港 12:05 到着 九州郵船フェリー 

  ＜「レインボー壱岐号」＋フェリー＞ 

長崎駅前 ←→ 壱岐印通寺港 往復割引料金(\7,260.-) 

前日までに予約が必要(長崎県営バス予約センター：095-823-6155) 
http://www.geocities.jp/r_y226gloria_teana/high_way_bus.rainboikigo.html 

(2)観光：壱岐の歴史と文化 13:00～15:00 

(3)講演会：15:30～16:30 一支国博物館 3F 講座室 

＜テーマ＞ 「芸術のための科学技術・京都からの発信」

＜講師＞ 井手 亜里教授(大学院機械理工学専攻) 

(4)支部ミーティング：16:40～17:00 3F 講座室 

(5)懇親会：18:00～20:00 民宿 繁家千賀荘 

[3 月 28 日(日)] 
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(1)観光：壱岐の自然 08:00 宿舎出発 

(2)帰路： 

＜福岡ルート＞ 

 壱岐芦辺港：14:25 出発 → 博多港 15:30 到着 

  九州郵船ジェットフォイル(\4,900.-) 

＜唐津ルート＞ 

 壱岐印通寺港 17:30 → 唐津東 19:10 到着 九州郵船フェリー 

唐津東フェリーターミナル：19:27 出発 → 長崎駅前 21:35 到着 

  「レインボー壱岐号」 

 

 
 

４．申し込み：京機会ホームページ http://www.keikikai.jp/ 

にて登録するか、下記あて E メールにて申し込み。 

○ご家族、本部、他支部の会員のご参加も大歓迎いたします。 

＜連絡先＞ 京機会九州支部長 藤川 卓爾 

〒851-0193 長崎市網場町 536 

長崎総合科学大学工学部機械工学科 

TEL：095-838-5173(ダイヤルイン) 

FAX：095-830-2089(機械科事務室) 

E-mail：FUJUIKAWA_Takuji@NiAS.ac.jp 

芦辺港 

繁家千賀荘

一支国博物館

印通寺港



第 32 回 京機会関西支部 「産学懇話会」 

日時：2010.2.20(土） 13：00-17：00， 場所：京大機械工学教室 216 室 

 

１．13：00-14：00「ドライバに安全運転を自発的に「促す」運転支援システムとは」 

京都大学情報学研究科 システム科学専攻 平岡 敏洋 (1994 年卒) 

この数年間，ドライバの運転行動が安全側に促されるような情報提供の仕

組みについて検討しており，その研究成果について簡単に紹介します．さら

に，その促された行為が持続していくことの重要性に注目しており，燃費計

を提示するだけでエコドライブ運転行動が持続したという実験結果を紹介

することで，安全運転行動についても同様の仕組みが可能なのではないか？

といったことについてもお話します． 

 

２．14：00-15：00 「情報爆発に埋没するものづくりを救う機械原理教育」 

  京都大学 総合博物館 塩瀬隆之 (1996 年卒) 

もはやコンピュータの支援を受けない機械操作をものづくりの現場で見

つけることは、職人の技を置いてほかない。コンピュータ支援技術は高効率

化、高精度化をもたらすが、同時にわれわれの認知を置き去りにするほどの

膨大なデータの海（情報爆発）をもたらす。大量に HDD を埋め尽くしたデー

タは、かえって重要なデータとの遭遇を難しくさせる。日本のものづくりを

守ると同時に、変革する社会への適応力を兼ね備えるためには、ものづくり

の原理を理解している世代とコンピュータ世代との対話をいかにデザイン

すべきか、最近の話題について紹介します。 

 

３．15：10-16：10 「次世代セル生産ロボットを実現する知能化技術」 

三菱電機㈱ 先端技術総合研究所 奥田晴久 (1991 年卒) 

 第４回モノづくり連携大賞特別賞（日刊工業新聞社）を受賞したロボット

知能化技術について紹介いたします。本開発は、京都大学大学院機械系専攻

群(機械理工学，マイクロエンジニアリング，航空宇宙工学）との産学連携

活動を活用しており、その概要についてもお話させていただきます。 

 

４．16：10-17：10 「家庭用ガスエンジンコージェネレーションシステム「エコウィル」の商

品化」 大阪ガス㈱ エネルギー技術研究所 丹羽哲也（1985 年卒） 

約７年前に初めて商品化された「エコウィル」について、その概要と開発

当時の様子を苦労話、失敗談など含めてご紹介します。また、現在までに商

品は何度かモデルチェンジされ、どういった改善がなされてきたか等現在の

状況などもお話させていただきます。 

 

17：15-18：45 懇親会 所：214 室，参加費 1500 円 （学生は 500 円）  

連絡先：松久寛 （matsuhisa@me.kyoto-u.ac.jp,  075-753-5225） 
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「「「「「娘娘娘娘娘のののののコココココンンンンンサササササーーーーートトトトトにににににつつつつついいいいいててててて」」」」」
いつも大変お世話になり、真にありがとうございます。

　娘は外国に居ると、自分が日本人であることのアイデンティティを強く感じると
言っています。　日本人が世界のいろんな分野において活躍すると誇りに思うと
言っております。　娘を早くから外国に留学させて日本人であることを（親を）忘
れないかと懸念したことは、どうやら要らぬ杞憂でした。
　京機会は自分が京大出身であることのアイデンティティを明確に感じさせてくれ
る素晴らしい組織ですね。

　京機会は、そのメンバーが世界トップレベルの頭脳集団であり、一方で多彩な個
性を合わせ持つことが大きな特徴であると考えております。　それが大きな魅力で
あって欲しいと考えております。　会員家族を含めて縦・横・斜めの交流感を醸し
出す組織として比類なき同窓会となり、卒業生が母校伝統への愛着故に、次なる一
世紀に向けて多様な発展を願い、多くの参画と貢献を果たすならば、みんながハッ
ピーになれるのではないでしょうか。

大変僭越で恐縮ですが、京都にある京大ならではの京機会の多様な発展を願ってお
ります。

今後とも、お世話になります。よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　以上　お礼方々　土肥　拝　　（昭和５２年卒）

本部からのお願い本部からのお願い本部からのお願い本部からのお願い本部からのお願い
　京機会からの活動方針として、「会員家族ぐるみで楽しめるおつきあい」という
のがあります。　その方針に則り、昨年度の総会の講演で今までとは毛色の異なる
源氏物語の話をしてもらい、また、各支部で若手との交流会も色々と企画して頂い
ております。　向後とも、宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　　久保愛三
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１．１．１．１．１．新興国市場戦略論の分析視角新興国市場戦略論の分析視角新興国市場戦略論の分析視角新興国市場戦略論の分析視角新興国市場戦略論の分析視角　　　　　　　　　　　　　　2010年 1月
　　～経営資源を中心とする関係理論の考察～
　　　　　　　　　　　　　　東京大学ものづくり経営研究センター　天野倫文

http://merc.e.u-tokyo.ac.jp/mmrc/dp/pdf/MMRC287_2010.pdf

２．２．２．２．２．BOPBOPBOPBOPBOPビジネス政策研究会ビジネス政策研究会ビジネス政策研究会ビジネス政策研究会ビジネス政策研究会（第3回）-配付資料　経済産業省 H21年 12月 22日
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/data/g91222bj.html

資料1 BOPビジネス普及拡大に向けた課題と対応の方向性について
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91222b03j.pdf

資料1-別紙 BOPビジネス推進に活用可能な国内支援策・制度の現状（整理表）
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91222b04j.pdf

資料2 BOPビジネス政策研究会報告書骨子（案）（ＰＤＦ形式：206KB）

● 詳細はPDF版でご覧下さい。Info

22222月の清風荘学生サロン月の清風荘学生サロン月の清風荘学生サロン月の清風荘学生サロン月の清風荘学生サロン　　　　（http://www.keikikai.jp/salon/seihuso.pdf）

２月１２日（金）に開催いたします．
今回の歓談テーマは，「授業って役にたつ？」です．
第二会合室ではこのトピックスを基点に歓談を始めたいと考えております．
ふるってご参加下さい．
■「こたつ＆みかん」あります．
１月末から清風荘で「こたつ」が使用出来るようになりました．
２月はこたつを囲みながら歓談したいと考えております．

（問い合わせ先：）　富田　直秀　　　ntomita@iic.kyoto-u.ac.jp
　　　　　京都大学工学研究科　バイオエンジニアリング講座、医療工学
　　　　　　　　（秘書：松田優子： 075-753-9201）
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http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91222b05j.pdf
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91222b06j.pdf
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91222b07j.pdf

http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91222b08j.pdf

３．３．３．３．３．アジア消費トレンドマップ研究会アジア消費トレンドマップ研究会アジア消費トレンドマップ研究会アジア消費トレンドマップ研究会アジア消費トレンドマップ研究会（第2回）-配付資料   H21年 11月 26 日
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/data/g91126cj.html

議事要旨 http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004612/index02.pdf

議題：アジア既進出企業による事例共有講演会
講演１　「中国での資生堂ブランドの成功と課題」

　　　　（株）資生堂中国事業部次長太田正人氏
講演２　「インドにおけるドコモの取り組みと課題」

　　　　（株）NTT ドコモ国際事業部副事業部長紀伊肇氏
講演３　「アジアにおけるコンテンツビジネスの成功と課題」

　　　　（株）アサツーディ・ケイメディアコンテンツ本部本部長篠田芳彦氏　
資料1 第 2回アジア消費トレンドマップ研究会今後の進め方について

http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91126c01j.pdf

資料2 インドにおけるドコモの取り組みと課題（ＰＤＦ形式：103KB）
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91126c02j.pdf

資料3 アジアにおけるコンテンツビジネスの成功と課題
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91126c03j.pdf

４．４．４．４．４．産業構造審議会通商政策部会産業構造審議会通商政策部会産業構造審議会通商政策部会産業構造審議会通商政策部会産業構造審議会通商政策部会（第10回）-配付資料　2009年 12月 14日
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/data/g91214aj.html

　　　１．世界経済の現状及び日本への影響
　　　２．東アジア共同体構想について
　　　３．ＥＰＡの取り組みについて
　　　４．ＷＴＯドーハ・ラウンドについて
資料1 報告事項（ＰＤＦ形式：1,249KB）

http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91214a01j.pdf

資料2 自由討議（2010年日本APECへ向けた取り組みについて）
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91214a02j.pdf
http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g91214a03j.pdf

５．５．５．５．５．「「「「「国国国国国内内内内内裾裾裾裾裾野野野野野産産産産産業業業業業にににににおおおおおけけけけけるるるるる海海海海海外外外外外需需需需需要要要要要開開開開開拓拓拓拓拓ののののの可可可可可能能能能能性性性性性   No.69(2009年 12月）
　～グローバル・モノづくりベンチャーの胎動～」　　機械振興協会経研　山本聡

http://www.eri.jspmi.or.jp/tyousa/current/current_69.pdf
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６．６．６．６．６．　　　　　20102010201020102010 年の新興国市場年の新興国市場年の新興国市場年の新興国市場年の新興国市場　　　大和総研　ロンドンリサーチセンター　児玉卓
　　～追い風は止むが、年後半に上昇再開期待～　2009年 12月 29日

http://www.dir.co.jp/souken/research/report/economic/emg-monthly/09122901emg-

monthly.html

◆ 2010年の焦点のひとつは、ドル安の波乱なき転換が可能かにあろう。米国の金
利引き上げが先延ばしとなれば、ドル安圧力が残存し、各新興国の金利引き上げ
も遠のくことになろう。しかしブラジルレアルの高い水準などは、新興国への資
本流入、通貨高の持続可能性に対する疑問を強めている。
◆米国の金利引き上げの現実味が高まる年半ばには、株価の調整局面を迎えよう
が、長く深い底に向かう懸念は小さい。「景気対出口」の力比べが試される局面に
至り、新興国経済の底堅さが再確認されることとなろう。
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報告

　京都大学フォーミュラプロジェクトKARTは現在、定期試験の最中ですので活動を一
時休止中です。　そこで今回は、先月参加しました社団法人日本自動車技術会様主催
の「自動車開発・製作セミナー－走行実習編－」と、学生フォーミュラ大会参加申込
について、報告します。

｠ 　自動車開発・製作セミナー－走行実習編－
1月13日、日産自動車株式会社様GRANDRIVE内で行われました「自動車開発・製作
セミナー－走行実習編－」に当チームから、今年度ドライバー候補のうち2名が参加
しました。　この講座は、「現代の名工」と銘打たれた、敏腕テストドライバーにド
ライビングテクニックを伝授していただくというものです。　今回は座学のみの参加
となりましたが、車両性能を評価する上でドライバーに求められていることや、走行
練習する上で留意すべきことを学べ、大変有意義なものとなりました。　今回学んだ
ことを、今後のドライバーの練習に還元していく考えです。

｠ 　学生フォーミュラ大会参加申込
1月20日午前10時、今年度リーダー高橋とサブリーダー塚本の両名によって第8
回全日本学生フォーミュラ大会(2010年 9月7日(火)～11日(土):静岡県小笠山運動
公園)への出場申込が行われました。 　これが大会出場への第一歩となります。　
そして、これから大会出場決定までには、デザインレポートをはじめとした様々な
事前提出書類が必要です。　近年の参加校増加に伴い、一昨年度大会より事前提出
書類の審査が実施されています。　これを突破しないことには、大会に出場できな
いのです。　実際に大会会場で車両が競技に臨むのは9月ですが、書類を提出する
ところから大会はすでに始まっていると考え、気を抜くことなく書類作成に励んで
います。

　後期試験もまもなく終了し、いよいよ春季休暇が始まります。　試験の間止まっ
ていた作業もシェイクダウンに向けて再開し、エンジン回りのパーツの製作、組み
付け、そして配線作業などを進めていきます。　シェイクダウン目標まであと1ヵ
月半、着実に車となっていくYJ-R08とその作業の模様を今後も京機短信で皆様にお
伝えしていきたいと思いますので、ご期待下さい。


